
No 意見 該当
ページ 修正内容または修正しない理由 対応課

1

成果指標の「現状」のところに
「（評価時期）」みたいに記載
した方が理解しやすいかもしれ
ない。

全体
全ての成果指標の現状に
「（評価年度）」と表記した。

事務局

2

学ぶ意欲を育てるという題があった
が（基本方針3）、学ぶ意欲を刺激
するとか、学ぶ意欲を向上させると
かいうことは言うけれども、学ぶ意
欲って育てるという言葉を今使うの
か。

20

文部科学省による中央教育審議会の報
告の中にも、「学ぶ意欲や知的好奇心
を育て、「確かな学力」を育成するこ
と・・・」との表記もあることから、この表現
に問題はないと考える。

指導課

3

生涯学習社会ということに対する説
明は書かれているが、生涯学習自
体の説明がない。生涯学習自体の
説明を書いておくべきでは。

34 脚注を追加した。
社会教
育課

4

スポーツに「親しめる」機会の充実
という文言に違和感を覚えた。ス
ポーツを「楽しむ」機会じゃないの
か。

38

令和4年(2022年)3月第三次船橋市生
涯スポーツ推進計画にて、「スポーツに
親しめる機会の充実」という施策を掲げ
ており、スポーツ庁においても、第3期ス
ポーツ基本計画(2022年3月策定)にて
スポーツに親しめる「場づくり」の提供と
いう施策を掲げていることから、問題は
ないと考える。

生涯ス
ポーツ
課

5

市民大学校について、57ページの
アンケート「学びの成果を自分以外
のために活かしたいか」について、
18歳から49歳の方達の50～60％が
そういう機会があったらいいと回答
している。ただ、日中学校へ行って
いたり仕事をしていたりで、出たく
ても出られない世代が多いと感じ
る。ここをターゲットに市民大学の
カリキュラムを検討するとかしてもい
いのではないか。

57
・
60

幅広く様々な方が参加できるようにカリ
キュラム等の検討をしており、それも含
め59ページの説明文の最後に「生涯学
び活躍できる環境づくりを行っていま
す。」と記載している。

社会教
育課

6
「地域学校協働活動推進員」につ
いて、注釈（脚注）を付けてほしい

61 脚注を追加した。
青少年
課

7

「基本方針2家庭と地域の教育力
向上を図ります-推進目標2子育て
支援と家庭の教育力の向上」に、
家庭内での食育に関する研修など
を反映していったらいいなと思う

65

家庭教育支援として、食育（アレルギー
など）も含め、障害、発育、運動、健康
など子育ての悩みとなる様々な内容に
ついて関係機関（地域、学校、児童
ホーム、子育て支援センター等）と連携
して、子育ての悩みや不安の解消につ
ながる事業を展開していく。

公民館
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8

アレルギーのお話とかもあったが、
保育園であればそういった栄養士
もいるし、子育て支援もやっている
というところもあるので、公民館とし
て保育園との連携というのをここに
入れてもいいと思う。

66
事務事業概要に「福祉部門やその他関
係機関と連携し」という文言を追記した。

公民館

9

２段落目１行目、「わかる喜びや達
成感を感じる授業」という表現の
「達成感を感じる」は「達成感を味
わう」等の言葉のほうがいいのでは
ないか。

67 「達成感を味わう」に修正した。 指導課

10

国語を中心に各教科においても言
語活動の推進について言われてい
るので、積極的に「言語活動」の文
言を入れていってもいいのではな
いか。

72

学習指導要領解説国語編では、「言語
能力を育成する中心的な役割を担う国
語科においては、言語活動を通して資
質・能力を育成する。」と示されている。
授業改善に向けた言語活動の工夫は
必須であり、国語教育を充実させるため
の柱ではある。そのような考えのもとに
国語教育においては、さまざまな言語
活動が行われているが、その中でも特
に求められているのが、読書活動の改
善と充実であると考えている。
以上のことから、言語活動は国語教育
の充実のための柱という考えの元、具体
的な取組として読書活動の振興を図っ
ていくという考えから読書に係る内容が
中心になっているため、改めて文言に
は入れていない。

指導課

11

２行目の「教科横断的な学習」は学
習指導要領だと「教科等横断的な
学習」になると思うので、等を入れ
たほうがいいのではないか。

78 「教科等横断的な学習」に修正した。 指導課

12
自然体験活動が急にここで出てき
た理由がよくわからない。文言を精
査してもいいのではないか。

82 文章の構成を見直し、修正した。 指導課

13

指標が学級活動における話し合い
活動となっているが、それぞれの教
科の授業の中でも対話というのが
非常に大切になっていて、他の教
科も含めて指標をたててはどうか。

84
事務事業名を、「各教科等の学習にお
ける話し合い活動の充実」に修正した。

指導課

14

６７Pの保護者アンケートの結果で
インターネット、SNSにおける情報
モラルを高める教育が上位に来て
いて、保護者の方が求めていること
がわかるものであることからアン
ケート参照としたほうがいいのでは
ないか。

85 アンケートを参照した文章に修正した。 指導課

15

情報に関する教育は、学校だけで
行うものではなく保護者も一緒に行
うものであり、学校だけで行うと聞こ
える文言になっているのが気にな
る。

85
「保護者と情報を共有することで、安全
かつ適切に情報を活用することができる
よう努めます」という文言を記載した。

指導課
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16

スクールソーシャルワーカーのほう
の満足度に関するアンケートとある
が、何のアンケートなのかを分かる
ようにしてはどうか。

87
成果指標名を「派遣申請を受理してい
る学校を対象にした満足度等に関する
アンケート」に修正した。

指導課

17
楽器貸与事業の割合は学校の数
なのか楽器の数なのかを分かりや
すくしてはどうか。

88
成果指標を「希望した学校のうち貸与し
た学校の割合」に修正した。

指導課

18

部活の地域移行化が進んでいく
中、申請学校数が増えていくという
指標でいいのか。スポーツについ
ても同様。

89

地域移行のことを考えてしまうと施策そ
のものがいいのか疑問が出てくる。申請
学校数を目標とすることも疑問が持たれ
るが、補助金を交付することで文化クラ
ブの活動を支えているという観点から、
現状の事務事業・成果指標で差し支え
ないと考える。

指導
課・保
健体育
課

19
本文３行目の「機能的特性」とは何
か分かりにくいため、注釈を入れて
はどうか。

91 脚注を追加した。
保健体
育課

20

体力向上委員会が教育委員会の
中にあるのかと思ってしまうので、
「各学校の」と入れた方が分かりや
すいのではないか。

92 「各学校の」を追記した。
保健体
育課

21
「ここ数年」という表記は５年間の計
画のため、いつなのか分からない
ため不要ではないか。

92 「ここ数年」を削除した。
保健体
育課

22

部活動指導員と外部指導者がいる
が、外部指導者だけ記載している
が部活動指導員を記載するかどう
か。

93
部活動指導員は県の事業のため記載
はしない。

保健体
育課

23

成果指標の学校保健委員会の実
施率というのが、何回やったのかな
のか全部の学校なのかとかが分か
りづらいのではないか。

94 (各校年間１回)という説明を追記した。
保健体
育課

24
食材を通して、ふるさと船橋への思
いを育む（船橋を愛する）等の文言
を入れられたらいいのではないか。

95
「食材を通して「ふるさと船橋」への思い
を育みます」という文章を追加した。

保健体
育課

25

満足度というのは何のことを言って
いるかという注釈を入れることで分
かりやすくなるのではないか。 96 脚注を追加した。

総合教
育セン
ター

26

本文の２行目、初若年教職員は
「初若年層」ではないか。２３ページ
では「若年層教員」となっているの
で、文言をそろえたほうが良いか。

97 P23、P97共に「初若年層」に統一した。
総合教
育セン
ター
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27

本文３行目には、「千葉県・千葉市
教員等育成指標」及び「千葉県教
職員研修体系」を踏まえた、とある
ので、事務事業の表の概要の冒頭
も２つにそろえたほうが良いのでは
ないか。

97
事務事業の概要も本文の表記に合わ
せ修正した。

総合教
育セン
ター

28

現状の課題、施策の内容のあたり
に、スクール・サポート・スタッフ、ス
クールアシスタントについて触れて
も良いのではないか。

99
スクールアシスタントは校務の見直しと
いう点から配置したものではないためこ
こで触れなくてよいと考える。

学務課

29

事務事業名の「窓口の充実」と、成
果指標の「要請訪問」がつながりに
くいのではないか。 100

事務事業名を「体制の充実」に修正し
た。

学務課

30

「就学相談の充実」の成果指標に
ついて、他の成果指標では、「アン
ケートの満足度」という記載があり、
アンケートを取るのであれば、他の
箇所も含めて表記を統一したほう
が良い。

101 「アンケート」を追記した。
教育支
援室

31

現状１００％のものを５年間かけて
同じ現状を維持するということをわ
ざわざ目標に掲げなくても良いの
ではないか。一方で１００％を必ず
継続しなければならないという性質
のものもあるのではないか。他の部
会にも関わることなので再度、取扱
いについて確認する。

101

達成度が100％となったとしても、推進
目標を達成するためには翌年度以降も
100％を目指す必要があることから、同
じ目標としている。

全所属

32

成果指標「巡回相談員の派遣回
数」について、要望に対する実施
率とすることも検討してみてはどう
か。

103

要望があった学校については、前期又
は後期どちらかで実施できており、実施
率は考えにくいため、現状の成果指標
のままとする。

教育支
援室

33

成果指標のサポートルームには
「第２」が入っていなくて、本文の４
行目には「令和６年度に第２サポー
トルーム」と、いきなり出てきてい
る。
第１サポートルーム、分かりやすく
注釈をつけるなどして分かりやすく
説明すべき。「令和６年度に第２サ
ポートルーム」の前に、何年度に第
１サポートルーム、令和６年度に第
２サポートルームというように記載す
れば分かりやすいか。

105

成果指標は、第１と第２を合わせて、サ
ポートルームと記載している。
また、脚注に第１サポートルームについ
ての説明を追記した。

教育支
援室

34

不登校生徒だけではなく、未然防
止のため学級に入りづらい児童生
徒の居場所にもということで部屋を
造っているので、成果指標で「不登
校児童生徒のうち、」と限定してし
まっていいのか。
また、限定しないとしても、不登校
児童生徒と学級に入りづらい児童
生徒なのか内訳が分からないので
併せてしまってよいのか。

106

目標が不登校児童生徒への支援の充
実であるため、不登校の児童生徒に限
定している。実際には不登校の児童生
徒以外も利用している。

指導課
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35

成果指標の現状についての吹き出
し説明で、「令和５年度末に割合を
出した上で」とあるが、小学校は令
和６年度から始まったので、中学校
は５年度で別々に現状値を持って
くるのか、双方６年度とするのか。

106
小・中共に令和６年度の数値に合わせ
る。

指導課

36

３段落目のところ、ワールドルーム
の設置は　「１９年度」、オンライン
のほうは「令和３年」となっている
が、年度なのか、年なのか、統一を
検討してはどうか

107 「年度」に統一した。 指導課

37
本文の表現で「児童又は生徒」、
「児童生徒」とあるが、原案全体で
統一してはどうか。

108 「児童生徒」に統一した。 学務課

38

事務事業名が「体育館外壁・屋根
改修工事」、事業事務概要と指標
は「体育館の屋根・外壁」となって
いるので「外壁・屋根」に統一した
い。

109 「外壁・屋根」に統一した。 施設課

39

原案作成時にはなかった宮本中の
北校舎も建替の設計を今年度実施
していく。今後改築が増えていく
が、そうしたものも追加していくべき
なのか、記載のルールを確認する
必要がある。
後期の計画の途中で完了するよう
なものをあえて掲載する必要がある
のか。

109
掲載する必要がないと考えるため、事務
事業「海神中の北東校舎改築工事」は
削除した。

施設課

40

本文冒頭の「市立小・中・特別支
援・高等学校」という表記、他の
ページには高等学校が入っていな
かったりしているが、違いがないな
らそろえたほうが良いので確認が
必要である。

109
他のページも「市立小・中・特別支援・
高等学校」に統一した。

全所属

41

推進目標として「安全・安心・快適」
となっているので、体育館への空
調設置も事務事業のところに記載
してはどうか。
（海神中建替えも含め、短期的に
完了するするようなものは、あえて
掲載する必要はないか、計画全体
で統一的な考え方を要確認）

109
短期間で完了する事業なので、本計画
には掲載しない。

施設課
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42

１０９ページ、学校施設の老朽化対
策と、この１１０ページの社教施設
の事務事業の概要の表現につい
て、体育館外壁・屋根改修工事の
方は、「改修を実施することによ
り・・・長寿命化を図る」、社教施設
は「長寿化を図るため改修等を行
う」、読みやすさの観点から統一し
てはどうか。

110 社会教育課の文言に統一した。 施設課

43

成果指標だけを見ると、何か会議
の参加率でいいのというか、そうい
う印象を受けてしまわないか、参加
率を高めて意見交換を充実させて
いく、という１番の趣旨のところがど
こかに含められるといいのではない
か。

111
すべての事業に理由を記載することに
なってしまうため、記載しない。

防犯安
全対策
室

44

１行目の「ＦＡＸ配信」について、文
科省で、令和６年度中に学校の
ファクスを全部廃止するというのが
出ていて、今年度中に、何か動き
があれば、この文言は修正する必
要が出てくる可能性がある。

112 「ＦＡＸ配信等」に修正した。
防犯安
全対策
室

45
3行目、「就学時検診」は、健康の
「健」でしょうか。

112 「就学時健診」に修正した。
防犯安
全対策
室

46 113

「基本方針8-推進目標3-施策1　情報
活用能力を高める教育環境の充実」に
ついて、後期基本計画期間中に本市の
１人１台端末の更新を迎えるにあたり、
端末の利活用の促進や、そのために必
要な整備等を内容とする公立学校情報
機器整備事業計画を策定・公表するこ
とが補助金交付要件となることが国から
示されたため、文章全体を修正した。

総合教
育セン
ター

47

接続の研修は年に１回か２回だけ
であり、それで接続が図れていると
いうところは、ちょっと弱いので成果
指標の再検討が必要なのではない
か。
例えば、幼稚園、保育園の子ども
たちに来てもらったりだとか、先生
たちと一緒に引継ぎを行ったりと
か、そういうことの推進を図っていく
ほうがいいのではないか。

114

成果指標を再検討し、「幼稚園等との子
供同士の交流活動を行った小学校の割
合」及び「「スタートカリキュラム」を作成・
実施した小学校の割合」を新たに成果
指標として追加した。

総合教
育セン
ター

48

本文に「スタートカリキュラム」とある
が、一般の方には分かりづらいと思
うので、注釈などが必要ではない
か。

114 脚注を追加した。
総合教
育セン
ター

49

文章３行目に、「義務教育段階であ
る小・中学校においては」とあるが、
対象は小中学校だけということでよ
いか、特別支援学校を入れるかど
うか確認。

115

「船橋市立小・中学校の学校規模・学校
配置に関する基本方針」に基づいた施
策であり、当該基本方針では特別支援
学校は対象となっていないため、ここに
は記載しない。

教育総
務課
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50

令和３年の新設と５年の統合の話
が載っているが、これだけを見る
と、新設や総合がどんどん進むの
かと捉えてしまわないか。学区の見
直し等の記載も検討してはどうか。

115 学区の見直しを追記した。
教育総
務課

51

最終段落、今年度から全校でコミュ
ニティスクール導入されている。もう
導入されて１年経つ頃にこの計画
が出るので、もうはっきりと実施方
法をこうするなどということを決めて
いかなければならない段階なの
で、この文言はもう要らないか。

116
コミュニティ・スクール（学校運営協議会
制度）の「導入による」を「活用した」に修
正した。

指導課

52

「研究を進めていきます」という文言
について、指標のところにも、「学
校運営の改善」という言葉もあり、
施策題名にも「学校運営の改善」と
いうような言葉もあるので、「改善を
図っていく」という文言のほうがいい
のではないか。

116
成果指標を変更したため、「研究を進め
ていきます」のままとする。

指導課

53

成果指標の「改善率」とは、何を
もって改善というのがちょっと分かり
づらい。どうなったら改善したという
のか数字で表すのは難しいと感じ
た。

116
成果指標を、「学校評価で学校運営の
改善について肯定的に回答した学校の
割合」に修正した。

指導課

54

令和５から７で研究に取り組みます
という表現がどうなのか気になっ
た。
また表の中で、「研究指定校を指
定し」は、「研究校を指定し」とした
ほうが良いか。
事務事業名には研究推進校の指
定とあるので、「研究推進校を指定
し」となるのか確認が必要。

117

「令和５から７で研究に取り組む」は削除
した。
事務事業名を「研究学校の指定」に修
正した。

指導課

55

成果指標の中１ギャップに関する
解消率というのはどういうことなの
か、何をもって８７．５％なのか、わ
かりづらい。

117

「学校に行くのは楽しいか」といったアン
ケートで数値を出しているが、今年度と
来年度はアンケートの肯定的回答率の
増減をとることを指標としたいと考えてい
る。

指導課

56

１行目、市立船橋高等学校の表記
について、他に市立高等学校とい
う記載もあったので文言の統一が
必要。
全校生徒１人１台端末が今年度、
確立されたというのは相当な売りに
なると思うので、記載したほうがよ
い。
国際教養コースの新設のところで
も、グローバルリーダー、卒業後に
特化してグローバルな視点におい
て、リーダー的存在になるような教
育、もしくは留学含めて、かなり市と
のつながりの中で生徒が海外のア
メリカ、オーストラリア、中国含めて
経験ができ、その中から、人材を育
成していこうというのが、強く、色濃
く出ているので、その辺も盛り込ん
でほしい。

117

市立高等学校は、「小・中・特別支援・
高等学校」のように併記する際にそのよ
うな表記をしているが、ここでは高等学
校単独の表記であり、施策名を「市立船
橋高等学校」としていることから、文章も
「市立船橋高等学校」と表記している。
１人１台端末、国際教養コースの新設に
ついての文章を追記した。

市立高校

7



57

αコースというコースの進展につい
て、今カリキュラムの変換、見直し
をして、変更をかけていくというよう
なこともやっている。進路実現に向
けたαコースというのは、一般受験
で難関大学に合格していこうという
ような目標を持った生徒たちに向
けたコースになるので、そこら辺の
充実についても記載してもらいた
い。

117 αコースについての文章を追加した。 市立高校
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